
Ⅱ
 あ

ら
ゆ

る
分

野
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

Ⅰ
安

全
・

安
心

な
暮

ら
し

の
実

現
●

女
性

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶
「
性

犯
罪

・
性

暴
力

対
策

の
強

化
の

方
針

」
に
基

づ
く
取

組
の

強
化

（
刑

事
法

に
関

す
る
検

討
、

再
犯

防
止

、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支

援
セ
ン
タ
ー
の

強
化

、
教

育
・
啓

発
等
）
、

D
V
相

談
プ
ラ
ス
の
実

施
や
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
等
の

先
進

的
取

組
の

支
援


困

難
を

抱
え

る
女

性
へ

の
支

援
非
正

規
雇

用
労

働
者
な
ど
困

難
に
直

面
す
る
女
性

へ
の

支
援

、
ひ
と
り
親
に
対
す
る
支
援
体

制
の

強
化

や
就

労
支

援
、
養

育
費

の
履

行
確

保
に
向

け
た
取

組
、
予

期
せ

ぬ
妊

娠
等

に
よ

る
若
年

妊
婦
等
へ
の
相

談
支

援
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症

の
影
響

の
調
査
・
分

析


生

涯
を

通
じ

た
女

性
の

健
康

支
援

の
強

化
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
健

康
保

持
の

促
進

、
妊

娠
・
出

産
等

に
関

す
る
相

談
支

援
や

不
妊
治
療
に
対
す
る
支
援


ス

ポ
ー

ツ
参

加
の

促
進

や
ス

ポ
ー

ツ
分

野
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

推
進

女
性

の
運

動
・
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
参

加
促

進
に
向

け
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

の
設

置
、
女

子
生

徒
が

健
康

に
運

動
部

活
動

を
実

施
す
る
た
め
の

顧
問

や
養

護
教

論
等

と
の

連
携

・
協

力
の

促
進
、
女

性
ア
ス
リ
ー
ト
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
支

援


男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
防

災
・

復
興

の
取

組
「
災

害
対

応
力
を
強

化
す
る
女
性

の
視

点
～

男
女

共
同
参

画
の

視
点

か
ら
の

防
災

・
復

興
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
～

」
に
基

づ
く
地

方
公

共
団

体
の

取
組

の
更

な
る
促

進
、
男

女
共

同
参

画
セ
ン

タ
ー
の
災
害
対
応
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
に
向

け
た
支

援


男

性
の

暮
ら

し
方

・
意

識
の

変
革

配
偶

者
の

出
産

直
後

の
時

期
の

休
業

を
推

進
す
る
枠

組
み

の
検

討
な
ど
企

業
や

国
・
地

方
公

共
団

体
に
お
け
る
男

性
の

育
児

休
業

等
の

取
得

促
進

、
男

性
の

家
事

・
育

児
等

へ
の

参
画
に
向
け
た
国
民
の
意

識
の

醸
成


女

性
活

躍
に

資
す

る
多

様
な

働
き

方
の

推
進

テ
レ
ワ
ー
ク
の

推
進

、
女

性
活

躍
推

進
法

に
基

づ
く
中

小
企

業
へ

の
行

動
計

画
の

策
定

等
に
関

す
る
支

援
や

プ
ラ
チ
ナ
え
る
ぼ
し
認

定
の

取
得

促
進
、
職

場
に
お
け
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
、
女
性
の
学
び
直
し
や

就
業

ニ
ー
ズ
の

実
現


地

域
に

お
け

る
女

性
活

躍
の

推
進

地
方
公

共
団

体
が

行
う
地

域
の

実
情

に
応

じ
た
取

組
へ

の
地

域
女

性
活

躍
推

進
交

付
金

に
よ
る
支

援
、
都

道
府

県
に
お
け
る
官

民
連

携
型

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

設
置

・
活

用
促

進
を

通
じ
た
女

性
等

の
新

規
就

業
支

援
、
地

域
特

性
の

見
え
る
化

等
を
通

じ
た
各

地
方

公
共

団
体
の
取
組
の
促
進


あ

ら
ゆ

る
分

野
に

お
け

る
女

性
の

参
画

拡
大

・
人

材
育

成
女

性
の

政
治

参
画

の
状

況
や

環
境

整
備

に
関

す
る
調

査
・
情

報
提

供
、
理

工
系

女
性

人
材

の
育

成
や

女
性

研
究

者
の

活
躍

促
進

、
登

用
状

況
の

周
知

や
情

報
開

示
の

促
進

・
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ

ナ
ン
ス
の

改
善

に
向

け
た
検

討
等

を
通

じ
た
企

業
に
お
け
る
女

性
役

員
登

用
・

育
成
の
推
進

Ⅲ
 女

性
活

躍
の

た
め

の
基

盤
整

備

女
性

活
躍

加
速

の
た

め
の

重
点

方
針

2
0

2
0


国

際
的

な
協

調
及

び
貢

献
等

日
本
の
取
組
の
充
実
及

び
国

際
会

議
に
お
け
る
議

論
へ

の
参
画


子

育
て

・
介

護
基

盤
の

整
備

保
育
人
材
の
確
保
や
子

育
て
サ

ー
ビ
ス
の

提
供

、
「
介

護
離
職
ゼ
ロ
」
に
向

け
た
受

け
皿
整
備
や
介
護

休
業

等
の

定
着

の
促

進


性

別
に

と
ら

わ
れ

ず
多

様
な

選
択

を
可

能
と

す
る

た
め

の
意

識
改

革
、

理
解

の
促

進
男

女
共

同
参

画
意

識
の

形
成

を
図

る
た
め
の

学
校

で
活

用
で
き
る
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開

発
、
ア
ン
コ
ン

シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
を
解
消
す
る
た
め
の

広
報

の
在

り
方

の
検

討
や

メ
デ
ィ
ア
業

界
と
連

携
し
た
情

報
発

信


女

性
活

躍
の

視
点

に
立

っ
た

制
度

等
の

整
備

働
く
意
欲
を
阻
害
し
な
い
制
度
等
の
在

り
方

の
検

討


女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

に
向

け
た

取
組
や

困
難

に
直

面
す

る
女

性
へ

の
支

援
の

充
実

基
本

的
な

考
え

方

女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の

自
主

的
な

取
組
や

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
取

組
の

後
押

し

仕
事
と
育
児
・
介
護
等
を
両
立
で
き
る

環
境

の
整

備
及
び

社
会

全
体

で
の

意
識

改
革

の
推

進

あ
ら
ゆ
る
施
策
に
お
け
る

男
女

共
同

参
画

・
女

性
活

躍
の

視
点

の
反

映

(令
和
２
年
７
月
１
日
す
べ
て
の
女
性
が
輝
く
社
会
づ
く
り
本
部
決
定

)

◆
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
に

よ
る

女
性

へ
の

深
刻

な
影

響
及

び
女

性
活

躍
の

新
た

な
可

能
性

へ
の

対
応

(テ
レ

ワ
ー

ク
や

オ
ン

ラ
イ

ン
の

活
用

)

1
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女
性

の
活

躍
を

支
え

る
基

盤
整

備


保
育
の
受
け
皿
確
保
に
向
け
た
取
組

→
「
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
」
を
前
倒
し
し
、
令
和
２
年
度
末
ま
で
に

3
2万

人
分
の
保
育
の
受
け
皿
整
備

（
「
新
し
い
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
（平

成
29
年

12
月
）
)及

び
保
育
人
材
確
保
に
向
け
た
処
遇
改
善
等

→
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度
末
ま
で
に
約

2
5万

人
分
、
令
和
５
年
度
ま
で
に
計

約
3
0
万
人
分
を
整
備
（
「
新
・
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン

（平
成

3
0年

９
月
）
）


幼
児
教
育
・
保
育
・高

等
教
育
の
無
償
化

→
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
改
正

（令
和
元
年
５
月
成
立
）
、
大
学
等
修
学
支
援
法

（
令
和
元
年
５
月
成
立
）


介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備

→
介
護
施
設
等
の
整
備
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実

（令
和
２
年
度
～
）

→
介
護
職
員
の
更
な
る
処
遇
改

善
（
令

和
元

年
1
0
月

～
）
及
び
多
様
な
人
材
活
用
を
図
る
た
め
、
高
齢
者

な
ど
介
護
の
未
経
験
者
の
参
入
を
促
す
た
め
の
「
入
門
的
研
修
」の

普
及

（
平

成
3
0
年

度
～

）
等


住
民
票
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
へ
の
旧
姓
併
記
が
可
能

（令
和
元
年

11
月
施
行
）


乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
の
製
造
・販

売
が
可
能

（平
成

30
年
８
月
）

参
考

：
こ

れ
ま

で
の

女
性

活
躍

加
速

の
た

め
の

重
点

方
針

の
成

果


女

性
の

健
康
増
進
に
向
け
た
取
組


「
多
様

な
困
難
に
直
面
す
る
女
性
支
援
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
（
令
和

元
年

1
2月

）


ひ
と
り
親

家
庭
・
多
子
世
帯
等
自

立
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始

（平
成

27
年

度
～
）


民

事
執

行
法
及
び
国
際
的
な
子
の
奪
取
の
民
事
上
の
側
面
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
関

す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
令
和
元
年
５
月
成
立
）


強

姦
罪

の
構
成
要
件
及
び
法
定
刑
の
見
直
し
等
の
刑
法

の
一
部
改
正

（平
成

29
年

7月
施

行
）


性

犯
罪

・
性

暴
力
被
害
者
支

援
交
付
金
の
創
設

（
平
成

29
年
度

）

→
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
を
全

4
7
都
道
府
県
に
設
置

（
平
成

30
年

1
0月

）


性

犯
罪

被
害
相
談
電
話
番
号
の
全
国
統

一
化
（#

8
1
03
）

（
平
成

2
9
年

８
月
～

）


若

年
者

を
対

象
と
し
た
性
的
な
暴
力
の
根
絶
に
向
け
た
取
組
の

推
進


「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
強
化
に
つ
い
て
」
（平

成
3
0年

６
月
）


D

V
対

応
と
児
童
虐
待
対
応
と
の
連
携
強
化


官

民
連

携
し
た

D
V
被
害
者
支
援
の
先
進
的
取
組
を
推
進
す
る
交
付
金
（
令
和

2年
度
）

安
全

・
安

心
な

暮
ら

し
の

実
現

＜
事
業
展
開
＞


テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
に
向
け
た
支
援


政
治
分
野

・
経
済
分
野
に
お
け
る
「見

え
る
化
」の

促
進


役
員
候
補

と
な
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
及
び

研
修
の
試

行
的
実
施

（平
成

28
年
度
～
）


学
び
直
し
の
促
進
に
向
け
、
要
件
を
満
た
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

6
0
時
間
以
上

学
修
す
る
こ
と
で
、
履
修
証
明
書
の
交
付
が
可
能

（平
成

31
年
４
月
～
）、
履
修

証
明
制
度
で
の
学
修
に
対
し
て
単
位
授
与
が
可
能

（令
和
元
年
８
月
～
）


「
イ
ク
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
「さ

ん
き
ゅ
う
パ
パ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
「“
お
と
う
飯
”
始

め
よ
う
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
よ
り
、
男
性
の
家
事
・育

児
等
の
参
画
促
進


理
工
系
女

子
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

（令
和
２
年
３
月
：
19

7
団
体
）

→
夏
の
リ
コ
チ
ャ
レ

（令
和
元
年
度
実
績
：1

0
0団

体
1
79
イ
ベ
ン
ト
実
施
、
約

3
6
,0

0
0名

参
加
）


W

A
W
！

（
国
際
女
性
会
議
）の

開
催

（平
成

26
年
～
、

5
回
開
催
）

＜
制
度
等

＞


女
性

活
躍

推
進
法
の
成
立

（平
成

28
年

4月
全
面
施
行
）、

行
動
計
画
の
策
定
義
務
対
象
拡
大
・
情
報
公
表
の
強
化
等
を

内
容

と
す
る
改
正

（令
和

２
年
６
月
、
令
和
４
年
４
月
施
行
）


公

共
調

達
の
取
組
指
針
に
基
づ
く
加
点
評
価
の
取
組
を
開
始

(平
成

2
8年

度
～

）

→
国

及
び
独
法
等
の
平
成

30
年

度
実

績
：
金
額

約
1
兆

2
,1

0
0
億
円
、
件
数

約
9
,5

0
0
件


地

域
女

性
活
躍
推
進
交
付
金
の

創
設
・
充
実

（平
成

2
9年

度
～

）


男

女
雇

用
機
会
均
等
法
等
改
正

（セ
ク
ハ
ラ
防
止
対
策
の
強
化
等
：令

和
２
年
６
月

施
行

）


働

き
方

改
革
関
連
法

（
平
成

30
年
６
月

成
立
）


保

育
所

に
入
れ
な
い
場
合
等
の
育
児
休
業
期
間
の
延
長
等
を
盛
り
込
ん
だ
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正

（
平
成

29

年
1
0
月

施
行

)


「
国

家
公
務
員
の
女
性
活
躍
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
の
た
め
の
取
組
指
針
」（

平
成

26
年

1
0月

）及
び
「
国
家

公
務

員
の

男
性
職
員
に
よ
る
育
児
に
伴
う
休
暇
・休

業
の
取
得
促
進
に
関
す
る
方
針
」
（令

和
元
年

12
月
）
の
策
定
・
同

指
針

を
踏
ま
え
た
取
組
計
画
に
基
づ
く
施
策
の
推
進


両

立
支

援
等
助
成
金
（
出
生
時
両

立
支

援
コ
ー
ス
）
の
創
設

（平
成

28
年

度
～
）
、
（
再
雇
用
者
評
価
処
遇
コ
ー
ス
）
の

創
設

（
平
成

2
9年

度
～
）


政

治
分

野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
成
立

（平
成

30
年

５
月

施
行

）

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

け
る

女
性

の
活

躍

2



 

 

 

 

 

 

女性活躍加速のための重点方針 2020 
 

（女性に対するあらゆる暴力の根絶部分抜粋） 
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Ⅰ 女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現

１．女性に対するあらゆる暴力の根絶 

女性に対する暴力は重大な人権侵害であり、女性が安全に、安心して暮らせる環境を整備す

ることは、女性活躍の推進のための大前提となるものである。女性に対する暴力の実態（「男

女間における暴力に関する調査（平成 29年度）」。20歳以上の男女 5,000人を対象。）について

は、無理やりに性交等された被害経験のある女性は 13 人に 1 人（有効回答数：女性 1,807 人

中 141人）、配偶者からの暴力（以下「DV」という。）の被害経験のある女性は３人に 1人（有

効回答数：結婚経験のある女性 1,366人中 427人）と、性犯罪・性暴力や配偶者等からの暴力

等の被害は引き続き深刻な社会問題となっている。 

DVについては、配偶者暴力相談支援センターに対する相談件数が平成 26年度以降連続して

10 万件を超え高止まりの状況にあり、警察における配偶者からの暴力事案等の相談等件数も

８万件を超え、年々増加している。また、児童虐待との関連性についても指摘されていること

から、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護を図る上で重要な民間の支援団体との緊密な

連携、DVの加害者対応の在り方の検討、児童虐待対応と DV対応との連携強化など、これまで

以上の対応が求められるところである。さらに、今般の新型コロナウイルス感染症の問題に関

連して DV等の増加・深刻化などが懸念されている。 

性犯罪・性暴力については、性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センターに寄

せられる相談件数が４万件を超え、中学生以下の被害相談が多数寄せられている。さらに、SNS

等を通じた被害等若年層への性被害の深刻化が見受けられることから、本年４月より、内閣府

を中心として、警察庁、法務省、文部科学省及び厚生労働省が連携して性犯罪・性暴力対策強

化のための関係府省会議を開催し、「性犯罪・性暴力対策の強化の方針」（令和２年６月 11 日

性犯罪・性暴力対策強化のための関係府省会議決定）をとりまとめ、今後３年間を集中強化期

間として、取組を強化することとしている。 

このような状況を踏まえつつ、女性に対するあらゆる暴力の根絶に向けた取組について、よ

り一層強力に進めていく必要がある。 

（３）配偶者等からの暴力への対策の推進 

①新型コロナウイルス感染症に伴う DV等対策の推進 

  新型コロナウイルス感染症の問題に起因する生活不安・ストレスからの DV の深刻

化が懸念される中、被害者が速やかに相談し、適切な支援を受けることができるよう、

当面、24 時間対応の電話相談及び SNS や電子メールを活用した相談を実施する。ま

た、DVや児童虐待等に関する相談等に対応するため、新型コロナウイルスの感染防止

に配慮した相談支援体制の構築・強化を図るとともに、子ども食堂・子どもへの宅食

などの民間団体等を活用した子どもの見守り支援等を強化する。 

②民間シェルター等における被害者支援のための取組の促進 

DV 被害者等を支援する民間シェルター等が官民連携の下で行う先進的な取組（①
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受入体制整備、②専門的・個別的支援、③切れ目ない総合的支援）についてパイロッ

ト事業を実施し、これにより得られるニーズに応じた支援のノウハウの蓄積や効果

検証、課題の把握等を行う。 

民間シェルター等における被害者支援に関する情報やノウハウの共有等を通じた

地域における被害者支援の充実を推進するため、民間シェルターのネットワーク強

化に向けた取組を促進する。 

また、社会福祉法人による DV被害者等への一時的な避難場所の提供について、事

例の把握や検討を進める。 

婦人相談所において一時保護された被害者等が、地域で自立し、定着するための

支援に関する地方公共団体と民間シェルター等との連携・協働について、「困難な問

題を抱える女性への支援のあり方に関する検討会」中間まとめを踏まえ、引き続き促

進する。 

被害者への対応に当たっては、被害者に障害等様々な背景を有する者が含まれて

いることに十分留意しつつ、被害者に更なる被害（二次的被害）が生じることのない

よう、きめ細かい配慮を行う。 

 

③配偶者暴力防止法の施行状況を踏まえた今後の在り方の検討 

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（平成 13 年法律第 31

号）の施行状況、配偶者等からの暴力に係る相談内容や被害の実態、制度の利用状況

等を把握するとともに、今後の在り方について、男女共同参画会議女性に対する暴力

に関する専門調査会において検討を行い、令和２年度末を目途に一定の取りまとめ

を行う。 

また、その際、配偶者暴力防止法の一部改正を含む児童虐待防止対策の強化を図る

ための児童福祉法等の一部を改正する法律の附則検討条項に基づき、通報対象とな

る配偶者からの暴力の形態並びに保護命令の申立てが可能となる被害者の範囲の拡

大等について検討を加える。 

 

④加害者プログラムを含む DV対策の推進 

加害者プログラムを含む加害者対応に関する取組は被害者（子供も含む。）の安全・

安心を確保するための手法としても有効であるとの認識に立ち、暴力を容認しない

社会環境の整備に向けた啓発を実施する。また、危険度に応じた被害者支援及び加害

者対応の促進のため、リスクアセスメントに関する検討を行うとともに、加害者更生

プログラムを地方公共団体と連携して試行的に実施し、DV の加害者の地域社会内に

おける更生のための指導及び支援の在り方について検討を加える。 

 
⑤DV対応と児童虐待対応との連携強化 

被害者（子供も含む。）に対する保護、支援をより適切に行うため、配偶者暴力相

談支援センター、都道府県警察、福祉事務所、児童相談所等の DV対策に関連性を有

する関係機関による協議会の活用を促進するほか、医療関係者に対する協議会への
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参加の呼び掛け等に努める。また、広域対応を含む関係機関間のより柔軟な連携の在

り方について具体的に検討・共有することにより、個別事案における情報共有の在り

方を含めた関係機関相互の連携体制の一層の整備・強化に取り組む。さらに、児童福

祉法に基づく要保護児童対策地域協議会等 DV対策に関連性を有する既存のネットワ

ークとの連携や児童虐待防止法に基づく重大事例検証における DV対応の観点を含め

た検証など、児童虐待関連施策との連携協力を効果的かつ効率的に進めることにつ

いて検討する。 

2019 年度に策定した DV 対応機関と児童虐待対応機関のそれぞれの情報を包括的

にアセスメントするリスク判断の手法や、各機関の連携方法を含めた対応の在り方

に関するガイドラインを活用等することにより、各機関相互の連携体制の強化を図

る。 

配偶者暴力相談支援センター及び DV被害者のための民間シェルター、並びに児童

相談所等を対象として、DV と児童虐待の特性、関連性等に関する理解の促進を図る

ための官民連携による研修等を実施する。 

⑥婦人保護事業の見直しの検討 

「困難な問題を抱える女性への支援のあり方に関する検討会」における議論を踏

まえ、他法他施策優先に関する取扱いの見直しや一時保護委託の積極的活用等を始

め、婦人保護事業の運用面の見直しを引き続き進めていく。また、同検討会の中間ま

とめを踏まえ、婦人保護事業の見直しについての検討を加速する。 

⑦市町村における配偶者暴力相談支援センターの設置促進等 

市町村において配偶者暴力相談支援センターの設置が進まない都道府県における

実態把握等を行いつつ、引き続き同センターの設置を促進するとともに、研修の充実

等による相談員の質の向上等、配偶者等からの暴力の被害者への支援体制の充実を

図る。 
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経済財政運営と改革の基本方針 2020（抜粋） 

（令和２年７月 17日 閣議決定） 

第３章 「新たな日常」の実現 

１．「新たな日常」構築の原動力となるデジタル化への集中投資・実装とその環

境整備（デジタルニューディール） 

（３）新しい働き方・暮らし方

②少子化対策・女性活躍

(略)

 「女性活躍加速のための重点方針 2020」45に基づき、養育費確保の実効

性向上策等を着実に実施しつつ、健康支援や地域における女性活躍を推

進するとともに、新たな男女共同参画基本計画を年内を目途に策定する。

「性犯罪・性暴力対策の強化の方針」46に基づき、今後３年間を「集中強

化期間」として、被害者支援の充実、加害者対策、教育・啓発等を強化す

る。感染症に伴うＤＶの増加、深刻化を踏まえ、相談支援体制の充実など

ＤＶ対策を強化する。また、安全・安心な面会交流のための具体策を検討

する。 

45 令和２年７月１日すべての女性が輝く社会づくり本部決定。 

46 令和２年６月 11日性犯罪・性暴力対策強化のための関係府省会議決定。 

「経済財政運営と改革の基本方針 2020」は、現下の情勢下では政府として新

型コロナウイルス感染症への対応が喫緊の課題であることから、令和３年度概

算要求の仕組みや手続をできる限り簡素なものとすることと歩調を合わせ、記

載内容を絞り込み、今後の政策対応の大きな方向性に重点を置いたものとして

いる。「経済財政運営と改革の基本方針 2019」（令和元年６月 21 日閣議決定）の

うち、本基本方針に記載が無い項目についても、引き続き着実に実施する。 
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経済財政運営と改革の基本方針 2019（抜粋） 

（令和元年６月 21日 閣議決定） 
 

 

第２章 Society5.0時代にふさわしい仕組みづくり 

２．人づくり革命、働き方改革、所得向上策の推進 

（１）少子高齢化に対応した人づくり革命の推進 

⑧女性活躍の推進 

    「女性活躍加速のための重点方針 2019」36を着実に実施しながら、女性

活躍情報の「見える化」の深化や地域の多様な主体による女性活躍等の取

組支援、女性リーダーの育成、女性に対するあらゆる暴力根絶、女性活躍

を支える制度や基盤の整備等を進める。 

    育児休業を希望していても申請できない男性が多くいること等を踏ま

え、制度的な改善策を含めて検討し、男性の育児休業取得を一層強力に促

進する。 

    様々なハラスメントの防止など女性の就業・登用のための更なる環境

整備を推進及び仕事と時間的制約との両立を支援するため時間休制度の

拡大などの休暇制度改革を検討するとともに、民間シェルターなどの先

進的取組の促進やワンストップ支援センターの運営支援及び質の向上、

婦人保護事業の見直しの検討の加速など、生きづらさを抱える女性に対

する支援等を政府一体となって進めること等の取組を推進する。 

 

36 「女性活躍加速のための重点方針 2019」（令和元年６月 18 日すべての女性が輝く社

会づくり本部決定）。 
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非
常
時

に
も
機

能
す
る
相

談
手

法
も
含

め
た
相

談
体

制
支

援
の

充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
家

庭
に
居

場
所

の
な
い
被

害
者

等
が

安
心

で
き
る
居

場
所
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
国
際
的

な
合
意
文
書
に
お
い
て
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基

づ
く
暴

力
（
G

e
n
de

r-
B

as
e
d 

V
io

le
n
c
e
）
と
い
う
表

現
が

使
用

さ
れ

て
お
り
、
性

別
に
起

因
す
る
、
多

様
な
暴

力
の

被
害

者
に
対

す
る
支
援
の

充
実
や
相
談
に
対
応
で
き
る
体
制

整
備

が
必

要
で
あ
る
。

基
本
認

識

施 策 の 基 本 的 方 向

２
性

犯
罪
・
性

暴
力

へ
の
対

策
の

推
進

３
子

供
、
若

年
層

に
対

す
る
性

的
な

暴
力
の

根
絶
に
向

け
た
対

策
の
推
進

４
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

の
防

止
及

び
被

害
者

の
保

護
等

の
推

進

５
ス
ト
ー
カ
ー
事
案

へ
の

対
策

の
推

進

○
子
供
や

若
年

層
で
あ
っ
て
も
性

暴
力

を
認

識
し
、
加
害
を
行
わ

ず
、
被
害
に
遭
っ
た
場
合
は

被
害
を
認
識
し
、
訴
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
低

年
齢

か
ら
の

教
育

に
関

す
る
取

組
を
推

進
す
る
。

○
子
供
、
若

年
層

が
相

談
に
つ
な
が

り
や

す
く
、
精

神
面
の
ケ
ア
に
留
意
し
つ
つ
適

切
に
保

護
及
び
支

援
を
受

け
ら
れ
る
体

制
整

備
を
推

進
す
る
。

○
SN

S等
を
通

じ
た
性

暴
力

を
防

止
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
ツ
ー
ル

等
に
着
目
し
た
被

害
の
予

防
・
拡
大
防

止
対
策
を
推

進
す
る
。

６
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
対

策
の

推
進

７
人

身
取

引
対

策
の

推
進

８
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
女

性
に
対

す
る
暴

力
等
へ

の
対
応

９
売

買
春

へ
の

対
策

の
推

進

１
女

性
に
対
す

る
暴

力
の

予
防

と
根

絶
の

た
め

の
基

盤
づ
く
り

○
暴
力
の

当
事

者
と
な
ら
な
い
た
め
の

教
育

、
暴
力
を
容
認
し
な
い
社

会
環
境

の
整
備

に
向

け
た
啓
発
を
強
力
に
推
進

す
る
。

○
年
齢
や
性

別
、
国

籍
、
障

害
の

有
無

等
に
か
か
わ
ら
ず
、
相
談
に
繋

が
り
や
す
い
体

制
整
備

や
相
談
を
促
す
広
報
・
啓

発
等

に
よ
り
被

害
の

潜
在

化
を
防

止
す
る
と
と
も
に
、
相

談
対

応
者

の
研
修
の
充

実
等

に
よ
り
相

談
対

応
の

質
の

向
上
を
図
る
。

○
「
性
犯
罪
・
性

暴
力

対
策

の
強

化
の

方
針

」
に
基

づ
き
、
令
和

２
年
度

か
ら
４
年
度
ま
で
を
性

犯
罪
・
性
暴

力
対
策

の
「
集

中
強

化
期

間
」
と
し
て
、
実

効
性

あ
る
取

組
を
推

進
す
る
。

○
被
害
者
が

躊
躇

せ
ず
に
被

害
を
訴

え
、
相

談
し
、
包
括

的
に
支
援

が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
府

省
が
連

携
し
、
被
害

者
の

立
場

に
立

っ
た
効

果
的

な
支

援
体

制
の

整
備

を
進

め
る
。

○
広
報
啓
発

に
よ
る
性

暴
力

等
を
許

さ
な
い
気
運
の
更
な
る
醸

成
を
図
る
。

○
被
害
者
支

援
に
つ
い
て
は

、
ど
の

地
域

に
お
い
て
も
質

の
高

い
支
援
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
相

談
体
制

の
充
実
を
図
る
。
ま
た
、
地

方
公

共
団

体
や

民
間

団
体

等
の

関
係

機
関

が
広

範
に
連

携
し
、
被
害
者

情
報

の
保

護
を
徹

底
す
る
と
と
も
に
、
被
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
保
護
、
自

立
支
援

等
の
取

組
を
、
被
害

者
の

置
か

れ
た
状

況
や

地
域

の
実

情
に
応

じ
、
切

れ
目

な
く
行

う
。

○
被
害
者
自

身
が

加
害

者
の

下
か

ら
離

れ
る
こ
と
を
求
め
る
現

状
の
支

援
に
留
ま
ら
ず
、
加
害
者

対
応
を
含
め
、
被
害

者
の

安
全

を
確

保
し
つ
つ
、
現

在
の

生
活

を
維

持
し
な
が

ら
問

題
を
解

決
す
る
た
め
、
新

た
な
支

援
の

在
り
方

を
検

討
す
る
。

○
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
意

識
改

革
、
被
害

者
が
相

談
を
受

け
ら
れ
る
体

制
整
備

、
行
為

者
に
対
す
る
厳

正
な
対

処
、
再

発
防

止
等

を
推

進
す
る
。

○
ス
ト
ー
カ
ー
事
案
に
関
す
る
被
害
者
等
か
ら
の
相

談
窓

口
を
充

実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
民

間
団

体
を
含

め
た
関

係
機

関
が

連
携
し
て
、
被

害
者
等
の
適
切

な
避

難
等
、
迅
速
・
的
確

な
支
援
を
行
う
。

○
売
買
春
の

被
害

か
ら
の

女
性

の
保

護
、
心

身
の
回
復

の
支
援

や
社
会

復
帰
支

援
の
た
め
の
取
組
、
若
年
層

等
へ
の

啓
発

活
動

を
促

進
す
る
。

○
政
府
及

び
多

様
な
関

係
者

と
の

協
働

、
広

報
啓
発

の
推
進

等
の
総

合
的
な
取

組
に
よ
り
、
被
害
の

予
防
、
迅
速
・
着

実
な
被

害
の

救
済

に
向

け
た
取

組
を
推

進
す
る
。

○
関
係
行
政

機
関

が
緊

密
な
連

携
を
図

り
つ
つ
、
ま
た
、
外
国
の

関
係
行

政
機
関

、
国
際

機
関
、

N
G

O
等
と
も
協
力
し
て
、
総

合
的

か
つ
包

括
的

な
人

身
取

引
（
性

的
サ

ー
ビ
ス
や

労
働

の
強

要
等
）
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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（第５分野一部抜粋） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年７月       
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Ⅱ 安全・安心な暮らしの実現 

第５分野 女性に対するあらゆる暴力の根絶 

 

【基本認識】 

〇 女性に対する暴力は、犯罪となる行為をも含む重大な人権侵害である。 

〇 性犯罪・性暴力、配偶者等からの暴力、ストーカー行為、職場等におけるハラスメン

トは引き続き深刻な社会問題となっており、こうした状況に引き続き的確に対応する

必要がある。 

〇 暴力は、身体を傷つけるのみならず、自己肯定感や自尊感情を失わせるなど、心へ

の影響も大きいものであり、その後の人生に大きな支障を来たし、貧困や様々な困難

にもつながることもある深刻な問題である。また、暴力の背景には、社会における男

女が置かれた状況の違い等が存在しており、女性に対する暴力根絶には、社会におけ

る男女間の格差是正が欠かせない。 

〇 被害者が子供、高齢者、障害者、外国人等である場合は、立場を利用した支配が暴力

の背景にあり、加害者との関係から被害を訴えにくいなど、背景事情に十分に配慮す

る必要がある。被害者支援に当たっては、暴力の形態や被害者の属性等にきめ細かく

対応する視点が不可欠である。 

〇 さらに、情報通信技術（ICT）の進化やSNSなどの新たなコミュニケーションツール

の広がりに伴い、女性に対する暴力の被害は一層多様化しており、新たな形の暴力に

対し、迅速かつ的確に対応していく必要がある。 

〇 女性に対する暴力を根絶するため、暴力の当事者とならないための教育をはじめと

した暴力を容認しない社会環境の整備等、暴力の根絶のための基盤づくりの強化を図

る。 

〇 関連法令について、近年の改正内容を含め、その周知を徹底するとともに、加害者

処罰など厳正な執行を通じて、暴力を決して許さないという強いメッセージを社会に

発信する。 

〇 暴力の被害者に対しては、相談から保護・自立支援、自立後の継続的支援にいたる

まで、行政と民間団体とが連携し、時代とともに多様化する女性が抱える困難への対

応とも連携しながら、専門的な支援を早期から切れ目なく、包括的に提供する必要が

ある。 

〇 新型コロナウイルス感染症に伴い、家庭内の暴力の増加や深刻化が懸念され、精神

的暴力を含め配偶者等からの暴力に関する相談件数が増加したことや、SNSやメールな

どの多様な相談手段へのニーズの高まりも踏まえ、こうした非常時にも機能する相談

手法も含めた相談支援体制の充実を図るとともに、家庭に居場所のない被害者等が安

心できる居場所づくりを進めることが重要である。 
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〇 国際的な合意文書においては、ジェンダーに基づく暴力(Gender-Based Violence)と

いう表現が使用されており、性別に起因する、多様な暴力の被害者に対する支援の充

実や相談に対応できる体制整備が必要である。 

 

＜施策の基本的方向と具体的な取組＞ 

  

４ 配偶者等からの暴力の防止及び被害者の保護等の推進 

（１）施策の基本的方向 

〇 配偶者等からの暴力の防止と被害者支援に当たっては、中核的な役割を担う都道

府県と最も身近な行政主体である市町村が、相互に連携して取り組む。 

〇 被害者支援については、どの地域においても質の高い支援が受けられるよう多様

な相談手段を活用しながら相談体制の充実を図る。被害者支援の基礎となる統計や

調査について検討し、中長期的な支援ニーズも含め、被害者のニーズを把握する。

また、地方公共団体や民間団体等の関係機関が広範に連携し、被害者情報の保護を

徹底するとともに、被害者のニーズに沿った保護、自立支援等の取組を、性別や国

籍等を問わず、被害者の置かれた状況や地域の実情に応じ、切れ目なく行う。 

〇 被害者自身が加害者の下から離れることを求める現状の支援に留まらず、加害者

対応を含め、被害者（子供も含む。）の安全を確保しつつ、現在の生活を維持しなが

ら問題を解決するため、新たな支援の在り方を検討する。 

〇 各種給付や面会交流等の制度等の検討や運用に当たっては、配偶者からの暴力の

被害者やその子供の置かれる状況に十分に配慮する。 

〇 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（平成13年法律第31号。

以下「配偶者暴力防止法」という。）の改正等を踏まえ、配偶者からの暴力と密接に

関連して発生する児童虐待対応との実質的な連携協力を強化するため、情報共有の

在り方の検討を含め、関係機関間の具体的な取組を促進する。 

〇 暴力を伴わない人間関係を構築する観点から、いわゆるデートDVを含めた予防啓

発や教育・学習を充実する。 

 

（２）具体的な取組 

① 児童虐待防止対策の強化を図るための児童福祉法等の一部を改正する法律（令和

元年法律第46号）附則第８条に基づき、通報の対象となる配偶者からの暴力の形態及

び保護命令の申立てをすることができる配偶者からの暴力被害者の範囲の拡大、配

偶者からの暴力に係る加害者の地域社会における更生のための指導等の在り方につ

いて、検討を行う。 

② 被害の防止、被害者のニーズに沿った保護及び自立支援を図るため、関連施策を所

管する関係省庁が共通の認識を持ち、相談、保護、自立支援等様々な段階において、
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緊密に連携しつつ取り組む。 

③ 被害者支援等を行う民間団体の支援を進めるとともに、地域において、被害者の安

全の確保及び秘密の保持に十分配慮しつつ、ICTの活用等も含めた効果的かつ効率的

な関係機関間及び民間シェルターや自立支援施設など民間団体等との間の緊密な連

携を進めるための施策を推進する。 

④ 被害者等のための民間シェルター等が行う先進的な取組の推進や調査研究の実施

など、被害者支援の充実を図るとともに、一時保護解除後の被害者等に対する民間シ

ェルター等を通じた自立支援、定着支援等の取組を行う。 

⑤ 被害者の保護に当たっては、被害者は、配偶者からの暴力で心身共に傷ついている

ことに留意し、不適切な対応により被害者に更なる被害（二次被害）が生じることの

ないよう配慮することを徹底する。 

⑥ 被害者等の保護、捜査、裁判等に職務上関係のある者は、被害者等の安全の確保及

び秘密の保持に十分な配慮をする。また、加害者が個人情報に係る閲覧や証明書の制

度を不当に利用し被害者等の住所を探索することを防止するなど、被害者情報の保

護の徹底を図る。 

⑦ 配偶者暴力相談支援センターにおいては、プライバシーの保護、安全と安心の確

保、受容的な態度で相談を受けることなど、被害者の人権に配慮した対応を行うよう

促す。また、全国共通短縮番号の周知やSNS等を活用した相談等を推進するとともに、

夜間・休日を問わず相談につながりやすい体制の充実を促す。 

⑧ 現場のニーズに即した研修を実施するとともに、二次被害を防止し、適切な被害者

支援を行うための相談員など、支援に従事する関係者の質の向上・維持に向けた継続

的取組を促進する。 

⑨ 被害者の安全確保及び加害者への厳正な対処を徹底するとともに、被害者の支援

と被害の防止に関する広報啓発を推進する。 

⑩ 配偶者暴力防止法に基づき、保護命令制度の適切な運用の実現のための施策の実

施に努める。また、保護命令制度の実態とそれを取り巻く状況を分析し、その結果を

踏まえて迅速な被害者保護を実現するために必要な検討を行う。 

⑪ 被害者は身体的に傷害を受けたり、PTSD（心的外傷後ストレス障害）等の疾患を抱

えることが多いことから、相談・保護に関わる職員が連携して、医学的又は心理的な

援助を行うよう努める。また、職務関係者に対する研修の充実等により、被害者に対

する適切な支援を行うための人材育成を図る。 

⑫ 被害者は複合的な困難を抱えたり生活困窮に陥ることがあるため、配偶者暴力相

談支援センター等において、関係機関や民間シェルター等とも連携しつつ、被害者へ

の中長期的な支援として、就業の促進、住宅の確保、医療保険・国民年金の手続、同

居する子供の就学、住民基本台帳の閲覧等の制限等に関する制度の利用等の情報提

供及び助言を行う。また、事案に応じて当該関係機関や民間シェルター等と連携して

対応に当たるなど、被害者の自立を支援するための施策等について一層促進する。 

⑬ 配偶者からの暴力の被害者を含め、包括的・総合的に支援を行う自立相談支援機関

16



において、中長期的な自立支援を行う。 

⑭ 被害者支援の一環として、加害者の暴力を抑止するための地域社会内でのプログ

ラムについて、試行実施を進め、地方公共団体において民間団体と連携してプログラ

ムを実施するためのガイドラインの策定など本格実施に向けた検討を行う。その際、

加害者をプログラムに参加させるための方法について諸外国での取組例等の調査も

行う。 

⑮ 配偶者等からの暴力がその子供にも悪影響を及ぼすことに鑑み、子供に対する精

神的ケア等の支援を充実させるとともに、配偶者暴力相談支援センター等の配偶者

からの暴力への対応機関と児童相談所等の児童虐待への対応機関との連携協力を推

進する。 

⑯ 交際相手からの暴力の実態の把握に努め、各種窓口において相談が受けられる体

制の拡充・周知徹底を行うとともに、被害者の適切な保護に努める。また、暴力を伴

わない人間関係を構築する観点から、いわゆるデートDVを含めた若年層に対する予

防啓発の拡充、教育・学習の充実を図る。 

17
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○
生
命
（
い
の
ち
）
の
尊
さ
を
学
ぶ
教
育
、
性
暴
力
の
加
害
者
、
被
害
者
、
傍
観
者
に
な
ら

な
い
た
め
の
教
育

※
「
水
着
で
隠
れ
る
部
分
」
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
危
険
、
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
等

○
学
校
等
の
相
談
対
応
体
制
の
強
化

○
わ
い
せ
つ
行
為
を
行
っ
た
教
員
等
の
厳
正
な
処
分
（
懲
戒
免
職
、
告
発
、
教
員
免
許
状
の
管
理
等

の
見
直
し
）

○
社
会
啓
発
（
４
月
を
若
年
層
の
性
暴
力
予
防
月
間
な
ど
）

○
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
病
院
等
の
関
係
機
関
の
連
携
強
化

○
中
長
期
的
な
支
援
（
ト
ラ
ウ
マ
対
応
の
専
門
職
育
成
、
福
祉
と
の
連
携
）

○
障
害
者
や
男
性
等
の
多
様
な
被
害
者
支
援
の
充
実

○
被
害
届
の
即
時
受
理
の
徹
底

○
二
次
的
被
害
の
防
止
（
女
性
警
察
官
の
配
置
、
研
修
）

○
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
る
た
め
の
体
制
の
強
化

・
全
国
共
通
短
縮
番
号
の
導
入
、
無
料
化
の
検
討

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
の
通
年
実
施
の
検
討

・
夜
間
休
日
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
検
討

・
セ
ン
タ
ー
等
の
増
設
の
検
討

○
専
門
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
充
の
検
討

○
出
所
者
情
報
の
地
方
公
共
団
体
へ
の
提
供

○
仮
釈
放
中
の
性
犯
罪
者
等
へ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
の
装
着
等
の
検
討

○
「
性
犯
罪
に
関
す
る
刑
事
法
検
討
会
」
に
お
け
る
検
討

○
児
童
や
障
害
者
を
含
め
た
被
害
者
か
ら
の
事
情
聴
取
の
在
り
方
等
の
検
討

性
犯
罪
・
性
暴
力
対
策
の
強
化
の
方
針
（
概
要
）

刑
事
法
に
関
す
る
検
討
と
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
た
適
切
な
対
処

性
犯
罪
者
に
対
す
る
再
犯
防
止

施
策
の
更
な
る
充
実

被
害
申
告
・
相
談
を
し
や
す
い

環
境
の
整
備

切
れ
目
の
な
い
手
厚
い
被
害
者

支
援
の
確
立

教
育
・
啓
発
活
動
を
通
じ
た

社
会
の
意
識
改
革
と
暴
力
予
防

性
犯
罪
・
性
暴
力
対
策
の
「
集
中
強
化
期
間
」
（
令
和
２
年
度
～
４
年
度
の
３
年
間
）

○
７
月
に
具
体
的
な
工
程

○
毎
年
４
月
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

○
性
暴
力
の
実
態
把
握

方
針
の
確
実
な
実
行

令
和
２
年
６
月
１
１
日

性
犯
罪
・
性
暴
力
対
策
強
化
の
た
め
の
関
係
府
省
会
議
決
定
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新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
Ｄ
Ｖ
へ
の
対
応
状
況
に
つ
い
て

＜
基
本
的
認
識
＞


新
型
コロ
ナ
ウ
イル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、外

出
自
粛
や
休
業
な
どが
行
わ
れ
て
い
る
中
、生

活
不
安
・ス
トレ
ス
に
よ
り、
配
偶
者
等
か
ら

の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
の
増
加
や
深
刻
化
が
懸
念
され
て
い
る
。

（
※
４
月
５
日
に
国
連
事
務
総
長
が
発
出
した
メッ
セ
ー
ジ
で
も
、Ｄ

Ｖ
の
世
界
規
模
で
の
急
増
に
つ
い
て
警
鐘
を
鳴
らし
て
い
る
。）

＜
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
的
対
処
方
針
（
抜
粋
）
＞


政
府
及
び
関
係
機
関
は
、各

種
対
策
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、国

民
の
自
由
と権

利
の
制
限
は
必
要
最
小
限
の
も
の
とす
る
と

とも
に
、女

性
や
障
害
者
な
どに
与
え
る
影
響
を
十
分
配
慮
して
実
施
す
る
も
の
とす
る
。


政
府
は
、地

方
公
共
団
体
と連

携
し、
対
策
が
長
期
化
す
る
中
で
生
ず
る
様
々
な
社
会
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、適

切
な
支
援
を
行
う。

・長
期
間
に
わ
た
る
外
出
自
粛
等
に
よ
る
メン
タル
ヘ
ル
ス
へ
の
影
響
、配

偶
者
暴
力
や
児
童
虐
待

＜
政
府
に
お
け
る
対
応
＞

１
．
相
談
体
制
、保

護
機
能
の
確
保
等

〇
各
都
道
府
県
に
対
して
、４

月
３
日
付
け
内
閣
府
・厚
生
労
働
省
連
名
事
務
連
絡
に
よ
り、
以
下
の
こと
を
要
請
済
み
。

・相
談
対
応
か
ら保

護
に
至
る
ま
で
の
支
援
に
つ
い
て
、継

続
的
か
つ
迅
速
な
対
応
の
実
施

・Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
直
接
、民

間
施
設
等
に
保
護
を
求
め
た
場
合
に
は
、ま
ず
は
速
や
か
に
被
害
者
の
安
全
を
確
保
し、
一
時
保
護
を
開
始

〇
最
寄
りの
Ｄ
Ｖ
相
談
セ
ン
ター
連
絡
先
（
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビダ
イヤ
ル
：
０
５
７
０
－
０
－
５
５
２
１
０
）
の
情
報
発
信
の
強
化

２
．
橋
本
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
男
女
共
同
参
画
）
か
ら
の
メ
ッセ
ー
ジ
（
４
月
１
０
日
）

３
．
相
談
体
制
の
拡
充
（
４
月
７
日
の
緊
急
経
済
対
策
で
閣
議
決
定
）
４
月
２
０
日
Ｄ
Ｖ
相
談
＋
（
プ
ラ
ス
）
開
始

４
．
特
別
定
額
給
付
金
（
１
人
１
０
万
円
）
に
つ
い
て
、配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
とし
た
避
難
者
へ
の
給
付
を
可
能
とす
る
手
続

（
４
月
２
２
日

総
務
省
、内

閣
府
、厚

生
労
働
省
か
ら、
自
治
体
担
当
課
に
、そ
れ
ぞ
れ
事
務
連
絡
）

・電
話
（

4/
29
か
ら

24
時
間
化
）

・Ｓ
Ｎ
Ｓ
・メ
ー
ル
相
談

・外
国
語
対
応

(5
/1
か
ら1

0言
語

)
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新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
問

題
に
伴

う
Ｄ
Ｖ
へ

の
対

応
に
関

す
る

橋
本

内
閣

府
特

命
担

当
大

臣
（
男

女
共

同
参

画
）
か

ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

（
令

和
２
年

４
月

１
０
日

）

新
型
コロ
ナ
ウ
イル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、外

出
自
粛
や
休
業
な
どが
行
わ
れ
て
い
る
中
、生

活
不
安
・ス
トレ
ス
に
よ
り、
配

偶
者
等
か
らの
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
の
増
加
や
深
刻
化
が
懸
念
され
て
お
りま
す
。今

月
５
日
に
ア
ン
トニ
オ
・グ
テ
ー
レ
ス
国
連

事
務
総
長
が
発
出
した
メッ
セ
ー
ジ
に
お
い
て
も
、Ｄ

Ｖ
の
世
界
規
模
で
の
急
増
に
つ
い
て
警
鐘
を
鳴
らし
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
を
含
め
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、重

大
な
人
権
侵
害
で
あ
り、
い
か
な
る
状
況
に
あ
って
も
、決

して
許
され
る
も
の
で

は
あ
りま
せ
ん
。ま
た
、被

害
に
あ
わ
れ
た
方
が
、相

談
し、
支
援
や
保
護
を
受
け
られ
る
こと
が
必
要
で
す
。

内
閣
府
と厚

生
労
働
省
は
、今

月
３
日
、地

方
公
共
団
体
に
対
して
、Ｄ

Ｖ
の
相
談
対
応
か
ら保

護
に
至
る
ま
で
の
支

援
の
継
続
的
か
つ
迅
速
な
対
応
を
依
頼
しま
した
。

ま
た
、Ｄ

Ｖ
に
悩
ん
で
い
る
方
が
最
寄
りの
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
ター
に
相
談
で
き
る
よ
う、
全
国
共
通
の
相
談
ナ

ビダ
イヤ
ル
を
設
け
て
い
ま
す
。電

話
番
号
は
、０

５
７
０
－
０
―
５
５
２
１
０
で
す
。夫

婦
の
間
で
「暴
力
を
振
る
わ
れ
て

い
る
」「
辛
い
」と
感
じた
ら、
ま
ず
は
、こ
ち
らに
相
談
して
くだ
さい
。

ま
た
、緊

急
の
場
合
に
は
、た
め
らわ
ず
に
１
１
０
番
通
報
を
して
くだ
さい
。

緊
急
に
身
の
安
全
の
確
保
が
必
要
な
場
合
に
は
、全

国
の
婦
人
相
談
所
一
時
保
護
所
等
に
お
い
て
、適

切
に
保
護
を
行

う体
制
を
整
え
て
い
ま
す
の
で
、婦

人
相
談
所
又
は
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
ター
に
相
談
して
くだ
さい
。

さら
に
、今

後
の
Ｄ
Ｖ
の
深
刻
化
に
備
え
て
相
談
窓
口
を
拡
充
す
る
こと
を
、４

月
７
日
に
閣
議
決
定
した
「緊
急
経
済
対

策
」に
盛
り込

み
ま
した
。深

夜
・休
日
に
も
対
応
で
き
る
相
談
窓
口
の
設
置
を
行
うと
とも
に
、家

庭
内
で
電
話
を
しづ
らい
環

境
に
い
る
方
も
相
談
で
き
る
よ
う、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メー
ル
に
よ
る
相
談
を
速
や
か
に
実
施
し、
被
害
者
支
援
体
制
の
拡
充
を
行
って

ま
い
りま
す
。ま
た
、新

た
な
相
談
窓
口
に
つ
い
て
も
、周

知
を
図
りま
す
。

配
偶
者
等
か
らの
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
で
不
安
を
感
じた
ら、
一
人
で
悩
ま
ず
、相

談
窓
口
に
相
談
して
くだ
さい
。ま
た
、周

り
で
被
害
に
困
って
い
る
方
が
い
る
場
合
に
は
、是

非
、こ
の
情
報
を
共
有
して
い
た
だ
き
、一

人
で
も
多
くの
方
が
相
談
・支
援
に

つ
な
が
る
こと
が
で
き
る
よ
う御

協
力
を
お
願
い
しま
す
。
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Ｄ
Ｖ

相
談
体

制
の
拡
充

最
寄

り
の

Ｄ
Ｖ
相

談
支

援
セ
ン
タ
ー
に
電

話

⇒
電
話
相
談
・
面
談
・同

行
支
援
・保

護
等

【
Ｄ
Ｖ
相

談
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

】

０
５
７
０
－

０
－

５
５
２
１
０

令
和

２
年

４
月

２
０
日

開
始

２
４
時

間
電

話
相

談

つ
な
ぐ

は
や
く

０
１
２
０
－

２
７
９
－

８
８
９

外
国

語
相

談
に
も
対

応
英

、
中

、
韓

、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
タ
ガ
ロ
グ
、

タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ネ
パ
ー
ル

Ｗ
Ｅ
Ｂ
面

談
も
実

施

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
の

感
染

拡
大

に
伴
う

外
出

自
粛

、
休
業

等
が

行
わ

れ
る

中
、

Ｄ
Ｖ

の
増

加
・
深

刻
化

の
懸

念
を

踏
ま

え
て

実
施

。

同
行

支
援

保
護

緊
急

の
宿

泊
提

供

Ｓ
Ｎ
Ｓ
相

談

メ
ー
ル

相
談

内
閣

府
男

女
共

同
参

画
局

※
毎

日
１

２
時

～
２

２
時

so
ud

an
pl

us
.jp
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Ｄ
Ｖ

相
談

の
件
数

に
つ
い

て

配
偶

者
暴

力
相

談
支

援
セ
ン
タ
ー

４
月

13
,4

71
件

（
前
年
同
月
比
約
３
割
増

）
５
月

13
,2

59
件

（
前
年
同
月
比
約
２
割
増

）
６
月

12
,4

50
件

（
前
年
同
月
比
約
２
割
増

）

＜
※

特
別
定

額
給

付
金
に
関

す
る
問

い
合

わ
せ

を
除

く
。

7月
27

日
時
点
の

暫
定
値
。
＞

（
４
月

２
０
日

～
７
月
２
６
日
ま
で
の
９
８
日
間
）

電
話
相

談
9,

52
4件

（
１
日
平
均
約
９
７
件

）

メ
ー
ル

相
談

2,
43

1件
（
１
日
平
均
約
２
５
件

）

Ｓ
Ｎ
Ｓ
相

談
2,

28
6件

（
１
日
平
均
約
２
３
件

）
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世
帯
主
で
な
く
と
も
、
Ｄ
Ｖ
避
難
者
が
、
同
伴
者
の
分
を
含
め
、
特
別
定
額
給
付
金
を
申
請
で
き
る
。


申
出
者
等
の
支
給
分
は
、
世
帯
主
（
配
偶
者
等
）
に
は
支
給
し
な
い
。
（
支
給
済
み
の
場
合
は
返
還
）

対
象
者
の
要
件
：
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
配
偶
者
暴
力
防
止
法
に
基
づ
く
保
護
命
令
を
受
け
て
い
る
こ
と

②
婦
人
相
談
所
等
に
よ
る
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
証
明
書
」
又
は
、

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
町
村
、
民
間
支
援
団
体
が
発
行
す
る
確
認
書
（
特
別

定
額
給
付
金
用
配
偶
者
暴
力
被
害
申
出
受
理
確
認
書
）
が
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③
令
和
２
年
４
月

28
日
以
降
に
住
民
票
が
今
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
に
移
さ
れ
、
住
民
基
本
台
帳

の
閲
覧
制
限
等
の
支
援
措
置
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

＜
居
住
市
町
村
に
申
出
＞

＜
居
住
市
町
村
に
申
請
＞

※
20
19
年
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
等
で
対
象
者
の
要
件
で
あ
っ
た
「
医
療
保
険
上
、
配
偶
者
と
異
な
る

世
帯
に
属
す
る
こ
と
、
又
は
配
偶
者
の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
」
を
要
件
と
は
し
て
い
な
い
。

※
①
②
の
書
類
は
、
事
前
申
出
時
に
提
出
で
き
な
い
場
合
に
は
、
給
付
申
請
時
に
提
出
さ
れ
れ
ば
よ
い
。

※
事
前
申
出
期
間
（
４
月

24
日
～

30
日
）

を
経
過
後
も
事
前
申
出
が
で
き
る
。
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第
３
１
回

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

対
策

本
部

に
お
け
る
安

倍
総

理
発

言
（
抜

粋
）

（
令

和
２
年

４
月

２
４
日

）

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感

染
拡
大
に
伴
い
、
学
校
等
の
休
業
や
外
出
自
粛
が
継
続
す
る
中
で
、

生
活
不
安
や
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
児
童
虐

待
、
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
被
害
等
の
リ
ス
ク
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
社
会
不
安
が
高
ま
る
中
で
、
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
々
を
し
っ
か
り
と
守
っ
て
い

く
こ
と
が
政
府
の
務
め
で
す
。

こ
の
た
め
、
児
童
虐
待
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
何
よ
り
も
子
供
の
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、
様
々
な

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
総
動
員
し
て
、
子
供
や
家
庭
の
状
況
を
定
期
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
厚
生

労
働
大

臣
を
中
心
に
各
大
臣
が
し
っ
か
り
と
協
力
し
て
、
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｖ
防
止
対
策
に
つ
い
て
も
、
４
月
２
０
日
か
ら
新
た
な
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。
０
１
２
０
－
２
７
９
－

８
８
９
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
つ
な
ぐ
・
は
や
く
）
で
す
。
来
週
、
２
９
日
か
ら
は
２
４
時
間
対
応
と
い
た
し
ま
す
。
児

童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル
１
８
９
、
い
ち
は
や
く
と
併
せ
、
周
知
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
家

族
が
家

に
居
る
た
め
相
談
し
に
く
い
と
の
声
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
電
話
だ
け
で
な
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
ー
ル
に
よ
る

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
給
付
金
に
つ
い
て
も
、
Ｄ
Ｖ
で
避
難
し
て
い
る
被
害
者
に
直
接
届
く
よ
う
、
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
支
援
の
充
実
を
含
め
、
施
策
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
。

児
童

虐
待
防
止
対
策
と
Ｄ
Ｖ
防
止
対
策
を
連
携
さ
せ
、
家
庭
内
で
の
暴
力
の
根
絶
や
被
害
者
の
支
援

に
向
け
て
、
政
府
を
挙
げ
て
取
組
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
関
係
閣
僚
に
お
い
て
は
、
一
層
の

取
組
の
強
化
を
お
願
い
し
ま
す
。

26



•
Ｄ
Ｖ
防
止
法
等
改
正
附
則
第
八
条
に
基
づ
く地
域
社
会
に

お
け
る
加
害
者
更
生
プ
ログ
ラム
の
在
り方

•
地
方
公
共
団
体
に
よ
り加

害
者
更
生
プ
ログ
ラム
を
実
施
す

る
に
あ
た
って
の
課
題
の
整
理
、基

本
的
な
考
え
方

•
民
間
団
体
との
連
携
の
必
要
性
、課

題
•
海
外
文
献
調
査
及
び
地
方
公
共
団
体
、民

間
団
体
に
対
す

る
ヒア
リン
グ
結
果
の
分
析

■
第
１
回
（
令
和
元
年
９
月
５
日
）

・本
事
業
の
概
要
と進

め
方
に
つ
い
て

・海
外
文
献
調
査
に
つ
い
て

・ヒ
ア
リン
グ
調
査
に
つ
い
て

■
第
２
回
（
令
和
元
年

11
月

18
日
）

・地
方
公
共
団
体
へ
の
ヒア
リン
グ

■
第
３
回
（
令
和
２
年
１
月

20
日
）

・報
告
書
骨
子
に
つ
い
て

・論
点
の
整
理
と検

討
課
題
に
つ
い
て

■
第
４
回
（
令
和
２
年
３
月
３
日
）

・報
告
書
（
案
）
に
つ
い
て

【五
十
音
順
、◎

座
長
、敬

称
略
、役

職
は
令
和
元
年
度
４
月
１
日
現
在
】

大
谷

あ
お
い

カウ
ン
セ
リン
グ
オ
フィ
ス
フラ
ミン
ゴ

菊
池

安
希
子

国
立
精
神
・神
経
医
療
研
究
セ
ン
ター
精
神
保
健
研
究
所

地
域
・司
法
精
神
医
療
研
究
部
室
長

◎
中
村

正
立
命
館
大
学
理
事
補
佐
・学
長
特
別
補
佐
、

人
間
科
学
研
究
科
教
授

原
健
一

佐
賀
県
Ｄ
Ｖ
総
合
対
策
セ
ン
ター
所
長

山
崎

菊
乃

N
PO
法
人

女
の
ス
ペ
ー
ス
・お
ん
代
表
理
事

（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）

東
京
都
生
活
文
化
局
都
民
生
活
部
男
女
平
等
参
画
課

東
京
ウ
ィメ
ン
ズ
プ
ラザ

神
奈
川
県
福
祉
子
ども
み
らい
局
人
権
男
女
共
同
参
画
課

京
都
府
府
民
環
境
部
男
女
共
同
参
画
課

法
務
省

警
察
庁

趣
旨「
配
偶
者
暴
力
被
害
者
支
援
に
お
け
る
機
関
連
携
及
び
加
害
者
対
応
に
関

す
る
調
査
研
究
」
検
討
会

検
討
会
ス
ケ
ジ
ュー
ル
及
び
主
な
検
討
事
項

構
成
員

地
域
社
会
内
に
お
け
る
加
害
者
更
生
プ
ログ
ラム
を
含
む
加
害
者
対
応
と連

動
させ
た
包
括
的
な
被
害
者
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
、加

害
者
更
生
プ
ログ
ラム
の

実
施
に
係
る
基
本
的
な
考
え
方
（
実
施
基
準
等
）
に
関
す
る
海
外
文
献
調
査
を
実
施
す
る
とと
も
に
、地

方
公
共
団
体
及
び
加
害
者
更
生
プ
ログ
ラム
を
実
施
し

て
い
る
民
間
団
体
等
に
対
す
る
ヒア
リン
グ
調
査
を
実
施
し、
加
害
者
更
生
プ
ログ
ラム
の
実
施
に
係
る
基
本
的
な
考
え
方
の
方
向
性
と課

題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

検
討
ス
ケ
ジ
ュー
ル

検
討
の
論
点
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令
和
元
年
度
「
配
偶
者
暴
力
被
害
者
支
援
に
お
け
る
機
関
連
携
及
び
加
害
者
対
応
に
関
す
る
調
査
研
究
」
報
告
書
（
概
要
）


「

D
V防

止
法
」
で
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
加
害
者
の
更
生
の
た
め
の
指
導
の
方
法
に
関
す
る
調
査
研
究
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。


令
和
元
年
６
月
に
公
布
さ
れ
た
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
改
正
法
（
附
則
第
８
条
第
２
項
）
に
お
い
て
は
、
施
行
後
３
年
を
目
途
に
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
係
る
加
害
者
の
地
域
社

会
に
お
け
る
更
生
の
た
め
の
指
導
及
び
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
と
規
定
さ
れ
、
令
和
４
年
６
月
を
期

限
と
し
た
積
極
的
な
検
討
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。


女
性
活
躍
加
速
の
た
め
の
重
点
方
針

20
19
に
お
い
て
は
、
加
害
者
更
生
に
関
す
る
取
組
は
被
害
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
手
法
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
関
係

省
庁
と
連
携
し
つ
つ
調
査
研
究
を
行
い
、
地
域
社
会
内
に
お
い
て
加
害
者
更
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
含
む
加
害
者
対
応
と
連
動
さ
せ
た
包
括
的
な
被
害
者
支
援
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

［
検
討
会
委
員
］

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
、
◎
は
委
員
長
）

大
谷

あ
お
い

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
フ
ラ
ミ
ン
ゴ

菊
池

安
希
子

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

地
域
・
司
法
精
神
医
療
研
究
部
室
長

◎
中
村

正
立
命
館
大
学
理
事
補
佐
・
学
長
特
別
補
佐

人
間
科
学
研
究
科
教
授

原
健

一
佐
賀
県
Ｄ
Ｖ
総
合
対
策
セ
ン
タ
ー
所
長

山
崎

菊
乃

N
PO
法
人
女
の
ス
ペ
ー
ス
・
お
ん
代
表
理
事

［
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
］

法
務
省
、
警
察
庁
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
京
都
府

２
検
討
会
の
設
置

４
当
面
の
進
め
方

３
現
状
の
整
理


プ
ロ
グ
ラ
ム
の
第
一
の
目
的
は
、
被
害
者
の
安

全
を
高
め
、
加
害
者
に
自
ら
の
暴
力
の
責
任
を

認
識
さ
せ
る
こ
と
。


自
ら
の
加
害
行
為
を
認
識
し
て
い
な
い
加
害
者

に
、
自
ら
の
行
為
を
振
り
返
る
機
会
を
与
え
る

こ
と
で
、
暴
力
を
振
る
わ
な
く
な
る
こ
と
、
ま

た
は
将
来
の
加
害
行
為
を
防
止
す
る
こ
と
は
、

被
害
者
支
援
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。


パ
ー
ト
ナ
ー
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
を
受
け
入
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
を
中
心
と
し
つ
つ
、
そ
の
他
の

ケ
ー
ス
は
更
に
検
討
を
継
続
す
る
。

（
１
）
被
害
者
支
援
の
一
環
と
し
て
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
位
置
づ
け

（
２
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
名
称


プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
の
検
証
が
今
後
に
待
た
れ
て
い

る
現
状
で
は
、
「
更
生
」
よ
り
は
、
抑
止
的
な
効
果

が
期
待
さ
れ
う
る
と
い
う
程
度
の
想
定
に
お
い
て
実

施
を
し
て
い
く
べ
き
と
い
う
意
見
も
挙
げ
ら
れ
た
。


本
報
告
書
で
は
、
「
更
生
」
と
い
う
言
葉
を
含
ま
な

い
、
「

D
V加

害
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
表
記
す
る
。


地
方
公
共
団
体
を
実
施
主
体
と
し
て
、
民
間
団
体
と
連
携
し
、
現
行
法
制
度

の
枠
内
で
実
施
可
能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。


国
の
補
助
事
業
と
し
て
地
方
公
共
団
体
と
民
間
団
体
が
連
携
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
試
行
実
施
を
行
い
、
被
害
相
談
等
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
繋
ぐ
ル
ー
ト
を

開
拓
す
る
。


試
行
実
施
の
検
証
結
果
等
を
踏
ま
え
、
地
方
公
共
団
体
で
活
用
可
能
な
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
、
実
施
団
体
や
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
低
基
準
を
策
定
す
る
。


被
害
者
の
安
全
確
保
が
最
優
先
で
あ
る
こ
と
に
十
分
留
意
す
る
。


プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
に
か
か
る
規
定
や
指
針
等
は
な
く
、
現
状
で
は
、
民
間
団
体
に

よ
り
、
任
意
参
加
者
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
み
。


近
年
、
被
害
者
が
逃
げ
ず
に
安
全
確
保
で
き
る
よ
う
な
制
度
を
求
め
る
声
も
高
ま

り
を
見
せ
て
お
り
、
新
た
な
加
害
者
対
応
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
寄
せ
ら

れ
る
期
待
も
大
き
い
。


児
童
福
祉
法
等
の
一
部
改
正
法
附
則
に
よ
り
、
令
和
４
年
６
月
を
期
限
と
し
た
積

極
的
な
検
討
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

１
背
景
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５
Ｄ
Ｖ
加
害
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
試
行
実
施
に
係
る
基
本
的
な
考
え
方

（
１
）
受
講
対
象
と
な
る
暴
力
の
範
囲


軽
度
の
身
体
的
暴
力
や
精
神
的
暴
力
、
保
護
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
加
害
者
が
対
象
。


重
度
の
身
体
的
暴
力
等
（
ハ
イ
リ
ス
ク
ケ
ー
ス
）
や
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
依
存
等
は
対

象
外
。

（
２
）
受
講
対
象
者


刑
事
事
件
で
立
件
さ
れ
た
加
害
者
や
公
判
係
属
中
の
加
害
者
は
、
ハ
イ
リ
ス
ク
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
対
象
外
。


離
婚
調
停
中
の
加
害
者
は
、
面
会
交
流
等
に
好
影
響
を
与
え
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

排
除
し
な
い
。

（
３
）
受
講
条
件
（
同
居
の
有
無
）


同
居
中
の
加
害
者
も
対
象
（
事
前
面
接
に
よ
り
ハ
イ
リ
ス
ク
の
場
合
は
対
象
外
）
。


被
害
者
の
希
望
を
要
確
認
。

（
４
）
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
連
絡


プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
は
被
害
者
に
し
か
判
断
で
き
な
い
と
の
意
見
も
あ
る
ほ
か
、
被
害

者
に
過
度
の
期
待
を
抱
か
せ
な
い
こ
と
も
必
要
で
あ
る
か
ら
、
原
則
、
被
害
者
に
連
絡

を
取
る
。


た
だ
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
連
絡
を
取
り
が
た
い
場
合
は
、
連
絡
が
取
れ
な
い
こ
と
を
も

っ
て
受
講
を
除
外
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
５
）
募
集
方
法


H

Pで
募
集
を
行
う
場
合
は
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
活
用
や
イ
ン
テ
ー
ク
の

手
続
き
等
、
何
ら
か
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。


自
治
体
又
は
近
隣
県
の
男
性
相
談
窓
口
か
ら
受
講
に
つ
な
げ
る
流
れ
を
構
築
で
き
る
と

よ
い
。


D

Vセ
ン
タ
ー
に
お
い
て
被
害
者
に
示
す
支
援
の
選
択
肢
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
を
追
加
。

（
た
だ
し
、
被
害
者
自
身
や
担
当
弁
護
士
等
が
加
害
者
に
対
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
を

勧
め
る
こ
と
と
し
、

D
Vセ

ン
タ
ー
は
加
害
者
と
接
触
し
な
い
。
）


警
察
に
お
い
て
、
加
害
者
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
を
案
内
し
た
り
、
被
害
者
に
示
す
支
援

の
選
択
肢
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
を
追
加
す
る
。

⇒
自
治
体
の
実
状
に
応
じ
て
受
け
入
れ
ル
ー
ト
を
選
択
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
６
）
参
加
費
の
徴
収


受
講
者
か
ら
、
テ
キ
ス
ト
の
印
刷
等
に
か
か
る
実
費
程
度
の
参
加
費
を
徴
収
。


加
害
者
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
係
る
費
用
は
、
試
行
実
施
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
て
行
政

が
負
担
す
る
。

（
７
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
回
数
及
び
内
容


試
行
実
施
の
段
階
で
は

18
～

21
回
程
度
が
適
切
。
長
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
も
検
証
す

べ
き
。


来
年
度
は
、
民
間
団
体
が
採
用
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
、
実
施
回
数
等
を
ア
レ
ン

ジ
し
て
試
行
実
施
す
る
。

（
８
）
実
施
体
制


加
害
者
対
応
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
民
間
団
体
が
行
い
、
被
害
者
対
応
は

D
Vセ

ン
タ
ー
又
は
民
間
団
体
等
の
被
害
者
支
援
機
関
が
行
い
、
情
報
を
共
有
す
る
。

（
９
）
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制


被
害
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
緊
急
時
の
警
察
へ
の
通
報
体
制
の
整
備
が
必
要
。


医
療
機
関
や
学
校
、
福
祉
事
務
所
等
の
機
関
へ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
周
知
を
は
か
り
、
加
害

者
を
適
切
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
な
ぐ
仕
組
み
も
重
要
。


将
来
的
に
は
、
個
人
情
報
の
共
有
に
関
す
る
制
度
化
が
検
討
課
題
。

（
10
）
パ
ー
ト
ナ
ー
に
対
す
る
支
援


将
来
的
な
課
題
と
し
て
、
被
害
者
や
被
害
母
子
へ
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い

る
民
間
団
体
や
自
助
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
て
つ
な
い
で
い
く
仕
組
み
の
構
築
が
重
要
。

（
11
）
情
報
共
有
の
在
り
方


被
害
者
支
援
を
行
う
機
関
と
加
害
者
対
応
を
行
う
民
間
団
体
は
、
支
援
検
討
会
議
を
定

期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
メ
ー
ル
等
で
双
方
に
と
っ
て
必
要
な
情
報
を
共
有
。


原
則
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
に
把
握
し
た
個
人
情
報
・
状
況
は
相
手
方
に
伝
え
な
い
が
、
被

害
者
が
希
望
す
る
場
合
、
加
害
者
の
同
意
を
得
た
上
で
加
害
者
の
情
報
を
整
理
し
精
査

し
て
伝
え
る
こ
と
も
可
能
。
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諸
外
国
に
お
い
て
も
ハ
イ
リ
ス
ク
の
加
害
者
は
除
外
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

６
諸
外
国
の
取
組

（
１
）
受
講
対
象
と
な
る
暴
力
の
範
囲


ア
メ
リ
カ
合
衆
国
イ
リ
ノ
イ
州
：
被
害
者
へ
の
コ
ン
タ
ク
ト
は
必
須
と
は
さ
れ
て
お
ら

ず
、
状
況
に
よ
っ
て
判
断
。


ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
：
被
害
者
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
必
須
事
項
。

（
４
）
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
連
絡


男
性
相
談
窓
口
と
併
せ
た
広
報
啓
発
方
法
の
工
夫

（
例
：
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ビ
ク
ト
リ
ア
州
「

No
 to

 V
io

le
nc

e」
）

（
５
）
募
集
方
法


任
意
参
加
の
場
合
は
費
用
発
生
。
裁
判
所
命
令
等
に
よ
る
強
制
参
加
の
場
合
も
基
本
的

に
受
講
者
は
費
用
の
支
払
い
義
務
が
あ
る
国
が
多
い
。


費
用
が
払
え
な
い
人
に
対
す
る
救
済
措
置
と
し
て
、
ス
ラ
イ
ド
制
や
上
限
額
を
導
入
し

て
い
る
国
も
あ
る
。

（
６
）
参
加
費
の
徴
収


厚
生
労
働
省
に
相
当
す
る
省
庁
が
所
管
ま
た
は
主
導

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ビ
ク
ト
リ
ア
州


司
法
機
関
が
所
管
ま
た
は
主
導

・
カ
ナ
ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ
州
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
地
域
、
ア
ル
バ
ー
タ
州
カ
ル
ガ
リ
ー

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州

（
８
）
実
施
体
制


緊
急
時
、
多
機
関
連
携
体
制
の
仕
組
み
に
警
察
が
入
っ
て
い
る
国
・
州
で
は
必
要
に
応

じ
て
警
察
の
介
入
が
可
能
。


オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
：
連
邦
研
究
機
関
が
構
築
し
た
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
方
針
に
則

り
、
各
州
で
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
策
定
。


カ
ナ
ダ
・
カ
ル
ガ
リ
ー
：
各
機
関
の
目
的
に
よ
り
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
を
使
い
分
け

（
９
）
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制


カ
ナ
ダ
・
カ
ル
ガ
リ
ー
：
警
察
、
司
法
機
関
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
民
間
機
関
の

多
機
関
連
携
で
の
体
制
を
整
備
。
警
察
で

D
V事

案
を
確
知
し
た
場
合
に
情
報
共
有
。


オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ビ
ク
ト
リ
ア
州
：
ポ
ー
タ
ル
に
事
案
を
入
力
し
、
連
携
し
て
い
る

多
機
関
が
情
報
を
共
有
。

（
11
）
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制

７
検
討
会
委
員
の
見
解


動
機
形
成
の
程
度
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
脱
暴
力
へ
の
要
支
援
ニ
ー
ズ
が
存
在
し
受

講
へ
の
経
過
の
な
か
で
は
リ
ス
ク
評
価
が
必
要
で
あ
る
。


脱
暴
力
支
援
に
は
相
当
な
実
践
力
が
要
請
さ
れ
る
。
さ
ら
に
加
害
者
臨
床
に
つ
い
て
は

動
機
の
低
い
男
性
た
ち
の
行
動
と
意
識
変
容
を
促
す
必
要
か
ら
、
単
な
る
心
理
臨
床
で

は
な
い
こ
と
も
あ
り
、
臨
床
家
・
実
践
者
に
は
継
続
的
な
研
修
が
必
要
と
な
る
。


加
害
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
入
り
口
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
そ
し
て
暴
力
を
容
認
す
る
傾

向
の
あ
る
社
会
の
改
革
も
必
要
で
あ
る
。


中
村

正
座
長


ひ
ど
い
虐
待
が
な
け
れ
ば

D
Vが

あ
っ
て
も
面
会
交
流
は
行
う
と
す
る
裁
判
所
の
方
針

の
も
と
、
面
会
交
流
が
勧
め
ら
れ
る
。
被
害
者
が
離
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
で
は
、

被
害
者
の
安
全
は
図
れ
な
い
状
況
が
あ
る
。


加
害
者
は
、
何
が
暴
力
で
ど
の
よ
う
に
傷
つ
け
た
の
か
、
被
害
者
が
そ
の
影
響
で
ど
う

い
う
状
態
に
あ
る
の
か
等
を
知
る
機
会
も
な
く
、
放
置
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。


官
民
が
連
携
し
な
が
ら
、
そ
の
地
域
に
合
っ
た
形
で
の
実
践
が
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
を

期
待
す
る
。


大
谷
あ
お
い
委
員


配
偶
者
間

/パ
ー
ト
ナ
ー
間
暴
力
（

IP
V)
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
目
的
は
、
再
加

害
/再
被
害
の
リ
ス
ク
判
断
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

計
画
を
た
て
て
実
行
す
る
こ
と
に
あ
る
。


IP

Vリ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な
現
場
で
、
誰

か
ら
の
ど
の
よ
う
な
情
報
が
入
手
可
能
で
、
結
果
を
ど
の
よ
う
に
用
い
る
か
を
検
討

の
上
、
適
し
た
ツ
ー
ル
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
本
で
使
用
す
る
際
に
は

日
本
版
の
信
頼
性
・
妥
当
性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。


菊
池
安
希
子
委
員


地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
実
施
の
方
法
も
模
索
す
る
必
要
性
が
あ
る
。


関
係
機
関
や
被
害
者
支
援
団
体
と
の
連
携
は
不
可
欠
と
な
る
。


緊
急
対
応
を
含
ん
で
他
機
関
が
連
携
し
て
い
く
上
で
は
、
迅
速
に
情
報
共
有
で
き

る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
守
秘
義
務
契
約
等
、
高
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
情
報
整
備
も
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。


原

健
一
委
員


被
害
者
が
逃
げ
隠
れ
せ
ず
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

処
罰
や
教
育
等
の
加
害
者
対
策
が
必
須
で
あ
る
。


本
試
行
は
一
つ
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。


被
害
者
・
子
ど
も
の
安
全
や
人
権
を
守
る
た
め
に
は
、
加
害
者
に
処
罰
と
教
育
を

受
け
さ
せ
る
た
め
の
法
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
強
く
主
張
す
る
。


山
崎
菊
乃
委
員
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１
．

性
暴
力

・
配
偶
者
暴
力
被
害
者
等
支
援

交
付

金
※
本
交
付

金
の

事
業
の

一
つ
と

し
て
実

施


交

付
先

：
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市

、
市

町
村

（
特
別
区

含
む

）


対

象
経
費

：
都
道
府
県
等
が
負
担
し
た
、

民
間

シ
ェ

ル
タ
ー
等

の
先

進
的

な
取
組
を

促
進
す
る
た
め
の
経
費
（
以
下
①
～
③
）

①
受
け
入
れ
体
制
整
備
に
要

す
る
経

費
(母

子
一
体
で
受
け
入
れ
る
た
め
の
改
修
経
費
、
メ
ー
ル
・
SN
S等

相
談
の
た
め
の
人
件
費
・
シ
ス
テ
ム
整
備
費
、

安
全
性
確
保
の
た
め
の
防
犯
設
備
に
か
か
る
経
費

等
）

②
専
門
的
・
個
別
的
支
援
に

要
す
る

経
費

(心
理
的
ケ
ア
や
同
伴
児
童
の
進
学
等
の
専
門
的

な
相
談
支
援
を
行
う
専
門
職
配
置
に
要
す
る
人
件
費
、

児
童
相
談
所
等
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
・
連
携
に
要
す
る
人

件
費
、
専
門
性
向
上
に

係
る
研
修
経
費

等
）

③
切
れ
目
な
い
総
合
的
支
援
に

要
す

る
経
費

(
自
立
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
経
費
、
関
係

機
関
へ
の
同
行
支
援
に
係
る
交
通
費
、

退
所
者
へ
の
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
支
援
に
要
す
る

人
件
費

等
）

※
上
記
①
～
③
の
事
業
実
施
の
た
め

の
付
随

的
経
費


交

付
率

等
：

国
１
０

/１
０

（
交

付
上

限
：
１
民

間
団
体

当
た

り
、
一
つ

の
都
道

府
県

の
管
内

で
1
,
0
0
0
万

円
）


そ

の
他

：
他
の
国
庫
補
助
制
度
を
適
用

可
能

な
場

合
は
、
他

制
度

優
先

２
．

民
間
シ

ェ
ル
タ
ー
等
に
お
け
る
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業

の
効
果
検

証
及

び
事

例
調
査

DV
被

害
者

等
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
強

化
支

援
パ

イ
ロ
ッ
ト
事

業

目
的

○
多

様
な
困
難
に
直
面
す
る

D
V
（
配

偶
者

か
ら
の

暴
力
）
被

害
者
等

へ
の
支

援
に
お
い
て
、
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
は

、
先

駆
性
、
柔

軟
性
、
地
域
性
、
専
門

性
等

の
強

み
を
有

し
、
地
域

社
会
に
お
け
る
不

可
欠

な
社
会

資
源
と
し
て
、
重

要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
が
、
財
政
面
、
人

的
基

盤
と
も
厳

し
い
状

況
に
あ
り
、
今
後
、
そ
の
存

続
が
困

難
に
な
る
と
の

指
摘

も
あ
る
。

予
算

ス
キ
ー
ム

内
閣

府

都
道

府
県

等
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
等
に
お
け
る
以
下
の
事
業

①
受
け
入
れ
体
制
整
備
事
業

②
専
門
的
・
個
別
支
援
事
業

③
切
れ
目
な
い
総
合
的
支
援
事
業

※
上
記

①
～
③
の
事
業
実
施
の
た
め
の
付
随
的
経
費

概
要

委
託
費
等

交
付
金

令
和

２
年

度
予

算
２
５
０
百

万
円

民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
等

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

・
社
会
福
祉
法
人

等

10
/1

0

業
務
請
負

事
業

者
（
民

間
調

査
会
社
等
）

民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
等
に
お
け
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
効
果
検
証
及
び
事

例
調
査

年
度

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

団
体

数
12

5
11

5
10

8
10

7

○
D

V
被
害
者
等
に
対
し
て
、
漏

れ
な
く
、
安

全
な
居

場
所

を
一

時
的
に
確

保
し
つ
つ
、
専
門
的
・
ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
支

援
を
、
切

れ
目

な
く
実

施
し
、
も
っ
て
、
地

域
に
お
い
て

D
V
被
害
者
等

が
自
立
し
、
安

心
・
安

全
に
過

ご
せ

る
よ
う
、
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
の
取
組

促
進

を
通
じ
て
、
地

域
社
会

に
お
け
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機

能
を
強

化
す
る
。

民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
の
運
営
団
体
数
の
推
移
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Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
支
援
交
付
金
（
令
和
２
年
度
応
募
状
況
）

１
．
応
募
状
況

■
応
募
自
治
体
数
：

25
都
道
府
県
・
指
定
都
市

（
※
実
施
ベ
ー
ス
で
は
、

15
都
道
府
県
、

6指
定
都
市
、

7市
）

①
受
入
体
制

整
備
事
業

●
若
年
被
害
女
性
等
に
対
す
る
相
談
窓
口
の
開
設
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
相
談

●
様
々
な
民
間
団
体
・
専
門
家
等
の
連
携
を
実
現
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
多
元
的
な
相
談
支
援
を
提
供

●
メ
ー
ル
・

SN
Sを

活
用
し
た
相
談

●
チ
ャ
ッ
ト
相
談
等
の
実
施
及
び
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
相
談
内
容
の
管
理

●
居
場
所
の
な
い
若
年
女
性
の
た
め
の
シ
ェ
ル
タ
ー
及
び
ス
テ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
に
よ
る
入
口
か
ら
出
口
ま
で
の
継
続
的
支
援

●
N

PO
と
自
治
体
の
協
働
に
よ
る
多
言
語
相
談
対
応
の
た
め
の
情
報
整
備
及
び
人
材
育
成

②
専
門
的
・

個
別
的
支
援

事
業

●
専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
・
連
携
強
化
に
よ
る
包
括
的
支
援

●
被
害
者
及
び
同
伴
児
童
に
対
す
る
心
理
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
児
童
へ
の
学
習
支
援

●
幼
少
期
以
前
の
虐
待
に
よ
る
複
雑
性

PT
SD
な
ど
を
抱
え
る
若
年
女
性
に
対
す
る
退
所
後
も
含
め
た
専
門
的
支
援
の
実
施
・
連
携

●
入
所
者
・
退
所
者
を
対
象
と
し
た
専
門
家
を
含
む
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
の
実
施
及
び
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成

●
ト
ラ
ウ
マ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ケ
ア
を
通
じ
た
母
子
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
中
長
期
支
援
に
よ
る
世
代
間
連
鎖
防
止

●
様
々
な
専
門
職
に
よ
る
講
座
を
通
じ
た
被
害
者
の
心
身
回
復
支
援
、
研
修
に
よ
る
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
連
携
促
進

③
切
れ
目
な

い
総
合
的
支

援
事
業

●
被
害
者
及
び
同
伴
児
童
に
対
す
る
社
会
復
帰
に
向
け
た
ス
テ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
で
の
自
立
・
生
活
支
援

●
妊
娠
出
産
期
の
被
害
者
を
対
象
と
し
た
メ
ー
ル
相
談
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
、
出
産
後
の
生
活
・
就
業
支
援

●
地
域
の
被
害
者
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
居
場
所
の
提
供
、
専
門
家
の
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
や
ス
マ
ホ
等
を
活
用
し
た
見
守
り
支
援

●
シ
ェ
ル
タ
ー
退
所
者
と
の
交
流
を
通
じ
た
心
身
の
回
復
及
び
被
害
者
の
支
援
者
と
し
て
の
活
動
を
支
援

●
シ
ェ
ル
タ
ー
退
所
後
の
住
居
を
訪
問
し
、
生
活
支
援
、
子
育
て
等
の
相
談
、
関
係
機
関
へ
の
同
行
支
援
等
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援

●
退
所
者
に
対
し
て
支
援
計
画
を
策
定
し
、
専
門
的
支
援
や
生
活
支
援
を
継
続
し
て
実
施
、
及
び
支
援
員
研
修
に
よ
る
対
応
力
向
上

２
．
主
な
取
組

予
算
額

23
0百

万
円

応
募
額

31
1百

万
円
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Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
の
充
実
の
た
め
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
が
、
増
加
・
深
刻
化
が
懸
念
さ
れ
る
配
偶
者
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

と
し
て
被
害
者
支
援
の
充
実
に
向
け
た
取
組
を
行
う
場
合
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
交

付
対
象
と
な
り
得
ま
す
。

【
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
等
の
拡
充
】

・
被
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
専
門
的
支
援
の
実
施
や
施
設
整
備
、
携
帯
電
話
レ
ン
タ
ル
、
感
染
症
対
策
等

に
充
当
。

【
Ｄ
Ｖ
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
】

・
Ｄ
Ｖ
の
相
談
窓
口
や
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
が
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
や
専
門
家
相
談
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｗ
Ｅ

Ｂ
面
談
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
）
で
行
う
経
費
に
充
当
。

【
一
時
的
緊
急
保
護
対
応
】

・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
緊
急
的
に
避
難
す
る
た
め
ホ
テ
ル
等
に
短
期
滞
在
す
る
場
合
の
宿
泊
料
、
支
援
経
費
に
充
当
。

【
介
護
施
設
等
（
空
室
）
を
活
用
し
た
シ
ェ
ル
タ
ー
拡
充
】

・
介
護
施
設
等
の
空
室
を
利
用
し
て
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
一
時
的
保
護
を
実
施
し
た
場
合
の
、
同
行
支
援
や
備
品
購
入
を
含

む
必
要
経
費
の
一
部
補
助
、
外
部
の
専
門
的
相
談
員
に
よ
る
支
援
（
避
難
後
の
人
生
設
計
の
相
談
・
助
言
や
弁
護
士

等
と
の
相
談
）
の
た
め
の
経
費
等
に
充
当
。

Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
強
化
事
業

【
目
的
】
Ｄ
Ｖ
被
害
者
を
支
援
し
た
い
（
相
談
、
保
護
等
）

【
主
な
関
連
】

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
推
進
課
暴
力
対
策
推
進
室

緊
急
時

対
応
段
階

継
続
・
回
復

段
階

Ｄ
Ｖ
被
害
者
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
機
関
、

Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
団
体
、
社
会
福
祉
施
設
等

※
以
下
は
ソ
フ
ト
事
業
の
一
例
で
あ
り
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
（
相
談
・
保

護
等
）
の
た
め
の
官
民
の
事
業
に
幅
広
く
活
用
で
き
ま
す
。
ハ
ー
ド
面

（
施
設
整
備
等
）
に
つ
い
て
は
、
事
業
に
附
随
す
る
範
囲
で
可
能
。
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